
平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

31 ○

11 ○

26 ◎

27 ○

40 ○

環境基
本計画

№

環境基
本計画

№

環境目標 今年度の事業事務事業名 環境目的

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環　境　保　全　項　目 さわやかな空気と静けさを確保する

H23目標
実績

上半期
の状況

上半期の進捗状況
効果を計る指標
（どの水準まで）

市民等からの
意　　　見

担当課
H21 H22 H23

評
価

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

上半期
の状況

丸子金子図書
館

移動図書館車の指
標となる貸出冊数
の見直し又は貸出
促進の方法を検討
する。

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

◎

4月～9月
・移動図書館車の運行
　（丸子・武石地域 　75 日運
行）
・貸出冊数　  10,633 冊

1-1
移動図書館車
の運行

地球資源を活
かし地球にや
さしいまち

貸出冊数
21,000冊

4月～9月
・移動図書館車の運行
　（丸子・武石地域 　75 日運行）
・貸出冊数　  10,633 冊
10月～3月
・移動図書館車の運行
　（丸子・武石地域　72日運行）
・貸出冊数　　10,331　冊

　年間貸出冊数：20,964　冊

　リクエストに応じ、次年度に1ポイント
巡回場所を増やしていく。

貸出冊数22,973
冊

貸出冊数21,006
冊

貸出冊数20,964
冊

あおぞら号の利用冊数の向
上を図る。

移動図書館車の運行
（丸子・武石地域、年間約159
日運行）

事務事業名 環境目的

きれいな水と安全な土壌を確保する

貸出冊数　　　21,000　冊

環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

環　境　保　全　項　目

担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

評
価

平成23年度　総括

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

公共下水道・農業集落排水
の整備区域外において、合併
処理浄化槽の設置を促進す
る。

改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

設置基数０基 設置基数２基

・設置は個人の資
金事情によるた
め、計画どおりに
促進することは難
しいが、次年度以
降も引き続き促進
を図っていく。

上半期の進捗状況

丸子市民生活
課

1-2
排水設備の普
及促進

きれいな水と
安全な土壌

下水道の早期接続
・下水道の早期接続の戸別訪
問
・郵送による普及促進活動

△ 上半期に補助申請なし。1-2
合併処理浄化
槽設置整備事
業

丸子上下水道
課

・新規接続戸数　　２００戸
・水洗化率　　　　８５．４％

◎
新規接続戸数１１２戸
（４／１～９／３０）

・下水道の早期
接続の戸別訪問
　　２１年度－０戸
・郵送による普及

促進活動
　　２１年度－６２

６戸

・下水道の早期
接続の戸別訪問
　　２２年度－７３

戸
・郵送による普及

促進活動
　　２２年度－９５

戸

３月末現在接続
確認申請者数

419戸

・新規接続戸数
２００戸

・水洗化率
８５．４％

３月末現在接続確認申請者数282戸・
このほかに県営住宅137戸計419戸が
あった。

申請に対する補助金の交付
合併処理浄化槽設置整備事業で
の設置４基

設置基数２基
合併処理浄化槽
設置整備事業で

の設置４基

下半期に入って2件の補助申請があっ
た。

設置人槽：5人槽×2件
補助金額：352,000円×2件＝704,000
円

地域公共水域の水質維持向上に効果
があった。

漏水調査は、予定とおり終了した。
漏水箇所の修理は随時行ったが、有
収率が思ったほど上がらなかった。
次年度は、ブロック別に漏水調査を行
い地域を絞り込み効果を上げていきた
い。

1-2

上水道事業、
公共下水道事
業、農業集落
排水事業

きれいな水と
環境保全を確
保

上水道事業、公共下水道事
業、農業集落排水事業を推
進する

1-2 漏水調査
水資源の有効
活用

有収率の向上

漏水調査
夜間最低流量の調査10箇所
地区別漏水量の確認
重点地区の漏水調査

本年度有収率70％台へ上げる

予定していた設備更新工事の、機器類
の工場製作が完成した。一部の製作に
ついては、H24年度に繰越した。

○処理場の整備
①菅平浄化センター改築更新
②農集処理場の維持管理

○

漏水調査の委託は現在準備
中。
調査に使用する超音波流量
計は発注済。
漏水修理は随時行っている
が、大きい箇所が
数箇所修理できたので、有収
率は上がりそうである。

有収率66.57 有収率66.91有収率74.00
本年度有収率

70％台へ上げる
丸子上下水道
課

真田上下水道
課

○処理場の整備
①菅平浄化センター調整槽設備、
沈砂池設備更新工事

◎

菅平浄化センターH23工事に
ついて、沈砂池棟及び調整槽
設備更新工事は、国への交
付申請を行い交付決定を受け
ている。今後日本へ下水道事
業団と協定を結ぶ予定。

○処理場の整備
①菅平浄化セン
ター沈砂池設備、
調整槽設備更新
工事

1 ページ 様式M7　平成23年度 目的目標一覧　３センター分まとめ（Ｍ７様式より）



平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

46 △

47 ○

23 ◎

36 ◎

44

37 ◎

担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

評
価

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環　境　保　全　項　目 きれいな水と安全な土壌を確保する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的

現在漏水調査受託業者が武
石・真田を1事業として調査中

1-2
排水設備の普
及促進

水質の保全 下水道の早期接続
未接続者全戸へ電話での早
期接続案内の実施
パンフレットの送付

平成21年度水洗
化率　86.2％

○
1回目のパンフレットの送付が
できなかった

平成22年度水洗
化率　86.6％

獅子ヶ城簡易水
道漏水発見　２件
10ｔ/ｈ

調査結果に基づき修理の迅速な対応
ができた。

引き続き調査が必
要である。

未接続世帯の高齢
化が進んでいる。
子どもを交え将来
設計等まで踏み込
んだ相談に乗れれ
ば。

平成23年度水洗
化率　86.9％

未接続の理由聞
き取りアンケート・

集計
アンケートの集計が生かせなかった。

中央第３配水池
系で１０件20ｔ/ｈ

武石上下水道
課

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

未接続への電話度に集計

1-2 有収率の向上
安定安全な水
の供給

漏水調査、管の破裂等修繕
の迅速な対応

中央第１・第４配水池系地区
全戸の音調調査

◎

上半期の進捗状況

環　境　保　全　項　目 水辺環境を守り・親しむ

武石上下水道
課

環境目標 今年度の事業

中央第１・第３配
水池系で６件3.3ｔ
/ｈ

安定安全な水の
供給

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的
上半期
の状況

効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

評
価

平成23年度　総括

・引続き環境に配
慮した工法を推進
します。

丸子産業観光
課

2-2
天然素材利用
農道・水路整
備

日本の原風景
を楽しめるま
ち

農道、農業用用水路におい
て、環境に配慮した天然素材
を利用する工法を推進しま
す。

天然素材を利用した農道・水
路を整備する。

◎
・1自治会と調整中
　事業量　L=40m
  内容　　丸太柵水路工

2-2
①　多自然型
水路整備

実施０
１　自然・生き
物・人が共生
するまち

①　農業用用水路において、
環境に配慮した工法を推進し
ます。

①　実績数値に
よる。

・鵜ノ脇用水
　事業量　  L=40m
  事業内容 巨石積水路工

①　多自然型水路を１ヶ所整
備する。

①　実績数値による。 実施０ 実施１

更なる箇所、工法
の向上を図る必要
がある

真田産業観光
課

農道・水路整備における天然素材
を利用を5箇所以上採用する。

◎
災害復旧において間伐材など
を利用し、天然素材の活用を
行っている。

日影地区　　L=21
ｍ

災害復旧等　一
式

大日向地区　L=7
ｍ、災害復旧N=4箇
所

頭首工の改修工事において、フトン
籠、自然石での捨て石工を採用し、環
境に配慮した。

多自然型水路を
一か所整備す
る。

現在、要望ない為、事業予定なし
① 農業用用水路において、
環境に配慮した工法を推進し
ます。

① 多自然型水路を一箇所整
備する。

① 多自然型水路を一箇所整備す
る。

なし なし

農道・水路整備に
おける天然素材
利用を5箇所以上
採用する

武石産業観光
課

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

現在要望のない為事業予定
なし

なし2-2

環　境　保　全　項　目 農環境を守り・親しむ

① 多自然型
水路整備

１　自然の保
全・活用

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

公告するため、提出のあった農用地利
用集積計画を定期的に報告した。
昨年度急増の要因となったダボス牧場
分を除いた実績16件、９haと比較する
と16件、21.1haの増となった。

環境目標 今年度の事業
市民等からの

意　　　見
評
価

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況

真田産業観光
課

◎
公告するため、提出のあった
農用地利用集積計画を定期
的に報告した。

農用地流動化促
進奨励金対象面
積の推移　11.7ha

農用地流動化促
進奨励金対象面

積の推移
142.9ha

農用地流動化促
進奨励金対象面
積の推移　30.1ha

2-3

担い手への農
地の利用集積
による優良農
地の確保

農地の保全・
活用

農地の保全・活用を図る。（数
値目標 平成23年度 12ha ）

担い手農家への農地の利用
集積の促進

農用地流動化促進奨励金対象面
積
22年度末 142.9ha
→23年度目標 12ha

農用地流動化促
進奨励金対象面

積
22年度末
142.9ha

→23年度目標
12ha

2 ページ 様式M7　平成23年度 目的目標一覧　３センター分まとめ（Ｍ７様式より）



平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

8 ○

15 ◎

16 ◎

3 △

4 △

5 ◎

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環　境　保　全　項　目 循環型社会の形成に努める

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業

来場者予定数
600人

アンケートによる
来場者満足度

90％以上

8月17日　第1回実行委員会開催
8月25日　役員会開催
9月7日　 総務部会開催
9月21日　第2回実行委員会開催
10月6日　役員会開催
11月2日　 全体会開催
11月22日　前日準備
11月23日　消費生活展開催
12月21日　反省会
2月8日　  会計監査

担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

評
価

来場者数624人
満足度92％

◎

8月17日　第1回実行委員会
開催
8月25日　役員会開催
9月7日　 総務部会開催
9月21日　第2回実行委員会
開催
10月6日　役員会開催

来場者数570人
満足度96％

来場者数550人
満足度97％

来場者数は減少し
たが、満足度は
年々向上してい
る。
実行委員、来場者
共に高齢化が進む
中、イベントＰＲ方
法等について検討
していきたい。

3-1
丸子地域消費
生活展の開催

循環型社会の
形成に努め
る。環境にや
さしい地域を
はぐくむ。

各種団体と協力して、廃棄物
の減量と資源再利用の促進
に努める。

効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況

丸子地域消費生活展の開催
（委託）
　１１月２３日（水）

来場者予定数　600人
アンケートによる来場者満足度
90％以上

丸子市民生活
課

3-1
ごみ減量化機
器等購入費補
助事業

循環型社会の
形成に努める

ごみ減量化機器等に関する
補助や情報提供を進める。

ごみ減量化機器等の購入に
対する補助金交付

丸子市民生活
課

補助金交付件数　５０件 年度末　５７件（目標の114％）◎
補助金交付件数　２５件（目標
の50％）

補助金交付件数
68件

補助金交付件数
５０件

補助金交付件数
47件

補助金交付件数
57件

丸子市民生活
課

補助件数1件
補助金交付件数

１件
補助金交付件数　１件補助件数０件 補助件数1件

資源物回収用
具収納施設設
置費補助事業

循環型社会の
形成に努める

資源物回収用具設置に関す
る補助や情報提供を進める。

3-1
資源物回収用具収納施設設
置に対する自治会への補助
金交付

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況

△ 補助金交付申請なし補助金交付件数　１件

担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

評
価

平成23年度　総括
市民等からの

意　　　見
改善すべき
課　　　題

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、グリーン
購入率を高めます。

物品調達におけるグリーン購
入の推進

物品調達におけるグリーン購入率
を88％以上とする

○

地域資源を活
かし、環境に
配慮した公共
工事を実現し
ます

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、
公共工事コスト縮減調査を実
施するとともに、その結果を
周知し、更なるコスト縮減を呼
びかけます。

平成２２年度分公共工事コス
ト縮減調査の実施

公共工事コスト縮減　3.50％3-2
公共工事コス
ト縮減調査

・平成23年度上半期グリーン
購入の推進状況
　（4月～9月のグリーン購入
率：62.87％）
　　グリーン購入調査による
　※小中学校及び保育園等
が本年度から調査対象から外
れたため、グリーン購入率が
低下している。

△

・人事異動により引継ぎが正
確になされておらず、これから
公共工事実施担当課へ22年
度の成果を照会する。

3-2
グリーン購入
の実施

地域資源を活
かし地球にや
さしいまちづく
りを行う

前年度実績の1.2％減(363,052ｋｗ
ｈ）

◎3-2
消費電力量の
削減

地球温暖化防
止のための温
室効果ガス排
出の削減を図
る

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、温室効
果ガス排出削減を進めます。

庁舎の電力消費量削減

・エレベータ休日停止（H22よ
り継続）
・不使用電源のスイッチ等を
就業時切るように掲示板にて
告知（4月・6月）
・ピークカットチャレンジに併せ
て平日夜間（21時～7時）エレ
ベータ停止を実施
・H23上半期電気使用料
149,630kwh
　（H22前期比　22,987kwh減、
13.3%減）

公共工事コスト縮
減　3.27.％

グリーン購入率
84.95％

グリーン購入率
87.96％

319,136kwh

丸子地域振興
課

公共工事コスト縮
減　3.27.％

・平成22年度より、公共工事において
環境に配慮した再生材等を使用するこ
とは、設計段階から義務化されており
普通のこととなったため、測定が不可
能となった。

義務化されている
ため、本項目を削
除する。

丸子地域振興
課

337,330kwh
前年度実績の
1.2％減(363,052ｋ
ｗｈ）

・エレベータ休日停止（H22より継続）
・不使用電源のスイッチ等を就業時切
るように掲示板にて告知（10月・1月）
・平日夜間エレベータ停止を継続実施
・H23下半期電気使用料　187,700kwh
  H23年度電気使用料    　337,330kwh
　（H22後期比　2,735kwh減、1.4%減）
　（H22全期比　25,722kwh減、7.1%減）

年間グリーン購
入率：64.27％

88％以上

・平成23年度のグリーン購入の推進状
況
　（年間グリーン購入率：64.27％）
　　グリーン購入調査による
　※小中学校及び保育園等が本年度
から調査対象から外れたため、グリー
ン購入率が低下している。

小中学校及び保育
園等が本年度から
調査対象から外れ
たため、グリーン購
入率が低下してい
る。従って次年度
以降の適切な目標
数値の設定が課題
である。

丸子地域振興
課

363,052kwh
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

6 △

7 △

10 ◎

17 ◎

19 ○

22 ○

28 ○

市民等からの
意　　　見

担当課
H21 H22 H23

H23目標
評
価

平成23年度　総括

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
改善すべき
課　　　題

上半期の進捗状況
実績

3-2

丸子地域自治
センター関連
施設の可燃ご
み削減

地球温暖化防
止のための温
室効果ガス排
出の削減を図
る

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、温室効
果ガス排出削減を進めます。

丸子地域自治センター関連27
施設の可燃ごみ削減

前年度実績の0.5％減（27,018／
kg）

○

・H23上半期　14,760kg
・年度当初関連施設の可燃ご
みの削減について、ゴミの分
別を徹底（リサイクル雑古紙
等で排出して可燃ごみを削
減）を通知

3-2

集中管理者の
ガソリン及び
軽油の使用量
の削減

二酸化炭素の
排出を抑制し
地球温暖化の
防止

○

・平成23年度上半期車両燃料
使用量削減状況
　（4月～9月の対前年比）
　ガソリン9.2％増、　軽油
35.7％減
　車両燃料調査による

◎

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、ガソリン
及び軽油の使用量の削減を
目指します。

集中管理車１１台のガソリン
及び軽油の使用量の削減

一昨年度実績の±０．０％
ガソリン使用量3,150ℓ、軽油5,150ℓ

3-2
防犯灯修繕
（LED化）補助
事業

地球温暖化防
止活動を推進
する

地域内の全防犯灯を平成２３
年度から５年計画でLED照明
へ交換する。

申請に対する補助金の交付
防犯灯のLED照明への交換（460
基/2,275基）

本年度配分：22自治会460基
交付決定数：20自治会430基
完了報告数：11自治会158基

◎
補助金交付件数　５２件（目標
の61.2％）

・ｶﾞｿﾘﾝ(10台分）使用量…昨年度か
ら１％削減
上半期1,411㍑　年度末2,931㍑
・軽油車(2台分）使用量…昨年度
から１％削減
上半期1,248㍑　年度末2,186㍑

3-2

新エネルギー
活用施設（太
陽光発電・太
陽熱利用施
設）施設補助
事業

地球温暖化防
止活動を推進
する

新エネルギー・省エネルギー
に関する補助や情報提供を
進める。

効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

新エネルギー活用施設に対
する補助金交付

補助金交付件数　８５件

3-2
給食の調理及
び配達

3-2
市民生活課所
有車の燃料使
用の抑制

市民生活課に
おける地球温
暖化防止活動
の推進

地域資源を活かし地球にやさ
しいまちづくり

3-2 環境保全事業
地球温暖化防
止活動を推進
する

ＩＳＯ14001などの事業者に対
する環境マネジメントシステム
に関して情報を提供し、事業
者を支援する。

◎

　６月の役員会及び企業懇談
会において、情報提供・取得
説明を行った。２回で３２社４５
名
　７つきに団体会員へ「工振
ニュース」で取得支援の情報
を提供した。

工業３団体へ説明会の開催
団体会員への｢工振ニュース｣
で取得支援の情報を年２回提
供する。

参加者1回で３０社4０人

ガソリン使用量  1,418.17㍑
               （目標の100.5％）
軽油使用量　　　　989.26㍑
          　　 （目標の 79.3％）

市民生活課が所有する全庁
用車12台のガソリン、軽油使
用量の削減
（昨年度、住宅部門単独で設
定した事業を、今年度から課
全体に拡大）

◎

②BDF198ﾘｯﾄﾙ
④食品残渣
2177kg ⑤家畜飼
料2177kg

②BDF２５２ﾘｯﾄﾙ
③地元産使用
40,800kg　④食品
残渣3,835kg ⑤
家畜飼料3,835kg

◎
参加企業50社
参加者90人
取得企業0社

参加企業３５社
参加者５０人
取得企業０社

丸子学校給食
センター

廃棄物排出量
の抑制

環境にやさしい給食づくりと配
送業務（食品残渣の減少とＢ
ＤＦ利用の配送車の運行）

①安全で安心なおいしい給食
づくり
②配送車にＢＤＦを利用（夏
場）
③地産池消（地元農産物の使
用）
④食品残渣の量削減

①指導委員会における意見集約
②ＢＤＦの利用量
③地元農産物の使用量
④食品残渣の調査、減量指導、畜
産飼育への活用

食品残渣　４月225kg 5月
270kg   6月263kg ７月240kg
８月76kg    ９月260kg
BDFについて：  ＢＤＦを活用し
た際に配送車の故障により今
年度は活用を見合わせした。

食品残渣　　4月225kg 5月270kg 6月
263kg 7月240kg 8月76kg 9月260kg 10
月284kg 11月210kg 12月273kg 1月
109kg 2月210kg 3月108kg   ＢＤＦにつ
いて: ＢＤＦを活用した際に配送車の故
障により今年度は活用を見合わせし
た。

①指導委員会に
おける意見集約
②ＢＤＦの利用量
③地元農産物の
使用量
④食品残渣の調
査、減量指導、畜
産飼育への活用

34,910kg（上半
期：17,160㎏）

28,440kg(上半
期：14,560㎏）

29,310kg(上半
期：14,760㎏）

前年度実績の
0.5％減（27,018

／kg）

・H23下半期　14,550kg
・年度当初関連施設の可燃ごみの削
減について、ゴミの分別を徹底（リサイ
クル雑古紙等で排出して可燃ごみを削
減）を通知
（H22年度比　870kg増、3.1%増）

・可燃ごみが増加
した原因を調査し、
対応策を考える。

丸子地域振興
課

ガソリン3,142ℓ
軽油5,158ℓ

ガソリン4,200ℓ
軽油5,391ℓ

ガソリン4,248ℓ
軽油4,750ℓ

一昨年度実績の
±０．０％

ガソリン使用量
3,150ℓ、軽油

5,150ℓ

・平成23年度車両燃料使用量削減状
況
　（一昨年4月～3月の対前年比）
　ガソリン34.5％増、　軽油7.98％減
　車両燃料調査による

車両燃料使用量目
標策定にあたって
は、震災応援等特
殊要因の状況を鑑
み、目標値を途中
で変更する必要が
あるかどうかを見
極める必要があ
る。

丸子地域振興
課

H23年度からの
事業

H23年度からの
事業

交換基数460件
防犯灯のLED照
明への交換（460

基/2,275基）

本年度配分：22自治会460基
交付決定数：22自治会460基
完了報告数：22自治会460基
総事業費：9,698,850円
補助金額：9,198,500円

地球温暖化防止及び自治会電気料削
減に効果があった。
市民生活課管理防犯灯1基のLED化を
行った。

補助金交付申請書
（1基:1件）を途中
から変更があり、
また添付書類（写
真）についての苦
情があったため、
生活環境課と協議
して改善する必要
がある。

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

補助金交付件数
42件

補助金交付件数
77件

補助金交付件数
112件

補助金交付件数
８５件

年度末　１１２件（目標の131.8％）

丸子産業観光
課

丸子市民生活
課

ガソリン使用量
2,961㍑

 
軽油使用量

2,208㍑

ガソリン使用量
2,726.46㍑

　
軽油使用量
2,052.83㍑

・ｶﾞｿﾘﾝ(10台分）
使用量…昨年度

から１％削減
　　　　上半期

1,411㍑　年度末
2,931㍑

・軽油車(2台分）
使用量…昨年度

から１％削減
　　　　上半期

1,248㍑　年度末
2,186㍑

年度末　ガソリン使用量  2,726.46㍑
　　　　　　　　　　　（目標の93.0％）
　　　　　　軽油使用量　　　2,052.83㍑
          　　 　　　 （目標の93.9％）

参加企業３２社
参加者４５人
取得企業１社

参加者1回で３０
社4０人

丸子工業振興会・上田市商工会工業
部会について説明会の開催は、予定ど
おり出来たが経済状態がまだ完全に
回復しないため、安くない取得費用が
ネックとなりここ２年間取得する企業は
なかったが１件の取得があった。。

世界的な景気の回
復と円高の解消が
考えられる中、エコ
アクション21などの
情報提供も検討す
る。
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

29 ◎

32 ◎

33 ◎

43 ◎

44 ○

○

○

45 ○

H22 H23

用紙・電気使用量とも９０～９５％の削
減が図られた。

武石市民生活
課

用紙・電気使用量とも９０～９
５％の削減が図られた。

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

エコオフィスの推
進

エコオフィスの推
進

武石市民生活
課

3-2
エコオフィスう
えだ

申告システム
の更新による
環境への配慮

「エコオフィスうえだ」に基づ
き、エラー表示用紙の削減、
電気使用量の削減を図る。

エコオフィスの推
進

エコオフィスの推
進

エコオフィスの推
進

エコオフィスの推
進

長距離時のハイブリット車使用を優先
し、エコドライブの呼びかけに努めた。
ガソリンについては、公用車１台増によ
り、使用量増となった。
23年度使用量　ガソリン2,688.88ℓ   軽
油4,213.65ℓ
19年度比　　　ガソリン33.4％増　　軽
油17.7％減

エコオフィスの推
進

エコオフィスの推
進

3-2
エコオフィスう
えだ

可燃ごみの抑
制による環境
への配慮

　「エコオフィスうえだ」に基づ
き、資源化率の向上を図る。

 平成23年度 ： 95％
（平成23年度目標数値）

3-2

ガソリン　2276.18
軽油　4507.32

ガソリン　2433.77
軽油　4412.29

ガソリン　2688.88
軽油　4213.65

平成19年度比4.8
減(年1.2％×4

年）
目標値ガソリン

2,382L以下・軽油
4,410L以下

◎
エコオフィスの推

進
エコオフィスの推

進

「エコオフィスうえだ」に基づ
き、コピー用紙使用の削減を
図る

ゴミ、コピー用
紙、光熱水量
の削減等によ
る環境配慮

3-2

共有管理車の
ガソリン及び
軽油の使用量
の削減

二酸化炭素の
排出を抑制し
地球温暖化の
防止

地球温暖化防
止の為の温室
効果ガス排出
の削減を図る

3-2
エコオフィスう
えだ

コピー用紙使
用の削減等に
よる環境配慮

3-2
消費電力の削
減

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、温室効
果ガス排出削減を進めます。

共有管理車10台のガソリン及
び軽油の使用量の削減

平成19年度比4.8減(年1.2％×4年）
目標値ガソリン2,382L以下・軽油
4,410L以下

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、温室効
果ガス排出削減を進めます。

庁舎の電力消費量削減

◎

長距離時のハイブリット車使
用を優先し、エコドライブの呼
びかけに努めた。
22年度上半期使用量
　ガソリン1,315.21ℓ
  軽油2,547.62ℓ
 23年度上半期使用量
　ガソリン1,156.52ℓ
  軽油2,383.15ℓ
 前年度上半期比
  ガソリン12.0％減、
  軽油6.5％減

利用者数88,088
人

利用者数80,874
人

担当課
H21

・住民環境啓発
利用者数95,999

人

効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況

※丸子文化会館セレスホールや小
ホールで行った自主事業、社会教育事
業の際に
　①開催通知に乗り合わせの呼びかけ
を記載した。
　②館内に啓発文書を掲示し周知し
た。
　③開催時、口頭で周知した。

・啓発対象者が異
なるため、継続して
実施する必要があ
る。

H23目標
評
価

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

3-2
消費電力量の
削減

地球温暖化防
止のための温
室効果ガス排
出の削減を図
る

上田市の環境目標「地域資
源を活かし地球にやさしいま
ち」を実現するため、温室効
果ガス排出削減を進めます

庁舎の電力消費量削減

◎3-2
丸子文化会館
施設管理運営
事業

良好な環境と
循環の仕組み
に支えられた
まち

各種事業時、車両乗り合わせ
による参加の呼びかけを実施
します。＜事業周知時におけ
る呼びかけ＞

市民等からの
意　　　見

平成19年度比4.8減(年1.2％×4年）
　目標値434,615kwh

◎

・7/7非常警報電灯ＬＥＤ化3
灯
・7/11誘導灯1灯ＬＥＤ化
・6/22.7/7.7/26ピークカット
チャレンジ実施12：00～13：00
→13：00～14：00
・野外照明を消灯
・7月中は空調設備故障　冷
房の温度設定を管理し運転時
間の短縮に努めた。
23年度上半期　137,579kwh
22年度上半期　195,202kwh
前年度比29.5％減

403,327KWｈ 452,118KWｈ 378,250kwh

※丸子文化会館セレスホール
や小ホールで行った自主事
業、社会教育事業の際に
　①開催通知に乗り合わせの
呼びかけを記載した。
　②館内に啓発文書を掲示し
周知した。
　③開催時、口頭で周知した。

H23年度コピー枚数　25650枚
（H22年度比5％削減目標）

◎

天気の良い日はブ
ラインドをあけて照
明をおとしましょ
う。暖房も設定を
下げてもいいので

は。

真田地域振興
課

真田地域振興
課

丸子地域教育
事務所（文化
会館）

エコオフィスの推
進

エコオフィスの推
進

87,585kwh
前年度実績の

1.2％減

平成19年度比4.8
減(年1.2％×4

年）
　目標値

434,615kwh

・暖房の温度設定を管理し、運転時間
の短縮に努めた。
・最大電力量を抑えるため、電力の掛
かるチラーの調整をおこなった。
・深夜電力での稼動に努めた。
・同程度の照度を保ちつつワット数を下
げ節電に努めた。40W→30Wに、50本
かえた。
  23年度　378,250kwh
  19年度比17.1％減

電力量を抑えるた
め暖房・冷房の調
節をはかった。引
き続き照明につい
ては、おこなってい
きたい。

23年度
コピー枚数　　　　　23600枚
電気使用量　　　　31200kwh
水道使用量　　　　500㎥
灯油使用量　　　　2500ℓ

79,561kwh前年度実績の1.2%減

 平成23年度 ： 95％
（平成23年度目標数値）

◎

武石地域振興
課

◎

原発事故、中電浜岡原発稼
働停止を受けて、ピークカット
チャレンジ、エアコンの使用の
抑制等、電力消費の一層の
削減に努めた

原発事故、中電浜岡原発稼働停止を
受けて、ピークカットチャレンジ、エアコ
ンの使用の抑制、電力消費の一層の
削減ができた。

91,462kwh

ゴミ、コピー用紙、光熱水量
の削減

コピー枚数　11590枚
電気使用量　12233.2Kwh
水道使用量　238.7㎥
灯油使用量　0ℓ

実績

◎

武石市民生活
課

コピー枚数　24872枚
電気使用量
32849Kwh
水道使用量　531㎥
灯油使用量　2702ℓ

コピー枚数　23269枚
電気使用量
29329.8Kwh
水道使用量　517.4㎥
灯油使用量　2213.0ℓ

コピー枚数　23600枚
電気使用量
31200Kwh
水道使用量　500㎥
灯油使用量　2500ℓ

武石健康福祉
課
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

49 ○

50 ○

18 ◎

評
価

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

担当課
H21 H22 H23

効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況
実績

H23目標

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

コピー枚数　　10350
枚
電気使用量
29700kwh
水道使用量　　495㎥
灯油使用量　　3260ℓ

3-2

ゴミ、コピー用
紙、光熱水量
の削減等によ
る環境配慮

ゴミ、コピー用紙、光熱水量
の削減

23年度
コピー枚数　　　　10350枚
電気使用量　　　　29700kwh
水道使用量　　　　495㎥
灯油使用量　　　　3260ℓ

◎

コピー枚数　10462枚
電気使用量
34849Kwh
水道使用量　509㎥
灯油使用量　3805ℓ

コピー枚数　8353枚
電気使用量
29330Kwh
水道使用量　473㎥
灯油使用量　3677ℓ

◎

コピー枚数　3994枚
電気使用量　10534Kwh
水道使用量　238㎥
灯油使用量　350ℓ

月平均の電気使
用量は節電に努
め月平均2193キ
ロ　軽油は月平
均202ℓ　ガソリン
は企業の開拓に
より月平均299ℓ

ガソリン・軽油月平均350ℓ
灯油月平均237ℓ
電気月平均150kw

武石診療所

3-2
省エネに努め
るエコ対策

就労センター職員及び通所者
の環境に対する意識を高め
る。

施設内の環境整備に努め、節
電・節水・燃料の削減に努め
る。

月平均の電気使用量は節電に努め月
平均2193キロとやはり寒いのが影響し
て電気量の増。軽油は月平均202ℓと上
半期より抑えた。ガソリンについては企
業の開拓により納品回数が多くなり使
用量が多くなった。灯油使用量につい
ても厳しい寒さの影響を受け灯油使用
量が多くなった。

環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

社会就労セン
ター武石事業
所

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

ガソリン、軽油については、予
定より減である。灯油につい
ても夏の間はエアコンを使用
しなかった灯油はこれから冬
にかけて使用電気については
数字を間違えて計画を立てて
しまった

H23目標
評
価

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

環　境　保　全　項　目 地域資源を有効利用する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的

補助金交付件数　８件（目標
の66.7％）

補助金交付件数
2件

補助金交付件数
12件

市民等からの
意　　　見

担当課
H21 H22 H23

実績

丸子市民生活
課

補助金交付件数
9件

補助金交付件数
4件

上半期
の状況

上半期の進捗状況

年度末　１２件（目標の100.0％）◎
雨水貯留施設
設置補助事業

地域資源を有
効利用する

雨水貯留施設に関する補助
や情報提供を進める。

雨水貯留施設に対する補助
金交付

補助金交付件数　１２件3-3
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

24 ◎

25 ◎

環　境　保　全　項　目 緑あふれるまちをつくる

環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

評
価

市民等からの
意　　　見

４月
参加団体へ配布する花苗の
調整
丸子地域花いっぱい運動参
加団体　７９団体
会員数　３，９２９名
４月１５日
花作り事業　農協営農セン
ターにて花苗のポット植替え
作業実施
６月１・２・３日
参加団体への花苗の配布
花苗種類１２（色別等種類　２
６）
７月
（1）参加団体から花と緑のま
ちづくりデザイン事業実績報
告書の提出
（2）「上田市花と緑のまちづく
りコンクール」の参加呼びかけ
　　　丸子地域花いっぱい運
動団体からの応募あり
　　　団体部門（５０㎡未満）７
団体、団体部門（５０㎡以上）
７団体
      学校部門　３校　合計１７
２２年度実績（１４）

4-2

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

②新規団体１  ③
参加人員2,838人
⑥応募団体14
⑦参加団体14
⑧受講者数31

②新規団体0  ③
参加人員3,414人
⑥応募団体17
⑦参加団体17
⑧受講者数24

11月 2日　     丸子地域花作り懇談会
（参加者15名）
11月 5日    　 第54回全日本花いっぱ
い藤沢大会で「露草橋通り花壇」功労
賞受賞
11月 9日～10日 秋植え用球根配布
（チューリップ6310球）
11月18日　     上田花と緑のまちづくり
コンクール表彰式
　　　　         団体(50㎡未満)の部　優
秀賞　荻窪ビーンズの会
　　　   　      団体(50㎡以上)の部　奨
励賞　藤原田花と緑の会
　　　   　      学校の部　最優秀賞　塩
川小学校
11月24日　     堆肥作り　丸子公園の
落ち葉で堆肥作り(丸子修学館高校に
て）
 1月 1日　　  「花だより2012」配布(丸
子地域8000戸）
 2月25日  　   花づくり講習会　参加者
24名

上半期の進捗状況

緑あふれるま
ちをつくる

住民参加により地域内の道
路沿線等の緑化を図る

丸子建設課

4-2
住民参加によ
る花壇管理

緑あふれるま
ちをつくる

市民が丸子ベルパーク内の
花壇を管理することで、市民
主導による地域内の緑化推
進を浸透させる。

1 ボランティアによる花壇管理

◎

参加人員２３６人 参加人員２００人

４月　　　　　丸子ベルパーク花壇への
花植え（６月実施）の配置と本数
　　　　 　　　４区画の花苗配置作成
５月２５日　　「まるこ花と緑の会」視察
研修
　　　　　　　　山梨県北杜市：ミヨシペレ
ニアルガーデン、フラワーセンターハイ
ジの村他
　
（参加者　２０名）
６月１８日　　丸子ベルパーク花壇への
花苗植栽（参加者　１９名）
　　　　　　　　サルビア 赤（３７０本）、百
日草　赤（１００本） 黄（７０本）
　　　　　　　　ジニアリネアリス　白（１８
０本）、マリーゴールド　橙（７０本） 黄
（１００本）
　　　　　　　　ベゴニア　白（１７０本）、
日々草　白（１００本） 赤（７０本）、コキ
ア（１５０本）
　
合計　１，３８０本
６月～９月　平成２３年度　丸子ベル
パーク花壇管理
　　　　　　　　　６月…３回　　７月…９回
８月…９回　　９月…８回　　　合計　２９
回11月17日　　丸子ベルパーク花壇等
秋植え替え作業　参加者17名
　　　　　　ビオラ　1390ポット
　　　　　　チューリップ球根　450球

花いっぱい運
動参加者の増
加

②新規団体１  ③
参加人員3,460人
⑥応募団体１９
（うち個人２）
⑦参加団体１７
⑧受講者数２５

②新規団体受
付、植栽場所検

討
③住民による花
苗植栽　3,000人
⑥コンクールへの

参加
⑦球根植栽団体
⑧講習会への参

加

１住民参加のための施策検討
２住民参加による緑化
３住民環境啓発

②新規団体受付、植栽場所検討
③住民による花苗植栽　3,000人
⑥コンクールへの参加
⑦球根植栽団体
⑧講習会への参加

丸子建設課参加人員１９５人
ボランティア参加

者　２１０人
ボランティア参加者　２１０人 ◎

４月
 丸子ベルパーク花壇への花
植え（６月実施）の配置と本数
 ４区画の花苗配置作成
５月２５日
 「まるこ花と緑の会」視察研修
 山梨県北杜市：ミヨシペレニ
アルガーデン、フラワーセン
ターハイジの村他  （参加者
２０名）
６月１８日
 丸子ベルパーク花壇への花
苗植栽（参加者　１９名）
サルビア 赤（３７０本）、百日
草　赤（１００本） 黄（７０本）,ジ
ニアリネアリス　白（１８０本）、
マリーゴールド　橙（７０本） 黄
（１００本）,ベゴニア　白（１７０
本）、日々草　白（１００本） 赤
（７０本）、コキア（１５０本）
合計　１，３８０本
６月～９月
 平成２３年度　丸子ベルパー
ク花壇管理
　６月…３回   ７月…９回
  ８月…９回   ９月…８回
合計　２９回
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

9 ◎

12 △

13 ◎

14 ○

34 ○

39 ○

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況
評
価

平成23年度　総括

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環　境　保　全　項　目 調和のとれた美しい景観を保つ

○
苦情件数　６件（看板設置を
依頼）

環境基
本計画

№ 担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

苦情件数５件 苦情件数１０件

改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

4-3
犬猫の糞尿害
対策

調和のとれた
美しい景観を
保つ

犬猫の糞尿害に対する対策
を推進する。

犬猫の正しい飼育方法の周
知
自治会による周知や看板設
置の協力依頼
（随時）

苦情件数　10件以下

丸子市民生活
課

パトロール回数　4班 月3回　延べ
144回
不法投棄ごみの量　8,740ｋｇ
　　　　　　　　　（Ｈ22の5％削減）

△

苦情件数　10件
以下

犬猫の正しい飼育方法について４月、
９月及び「動物の正しい飼い方普及月
間」に合わせ６月に隣組回覧を自治会
長に依頼した。
また、苦情対応の際に犬猫の飼育者
に回覧文書を渡して指導した。
上半期苦情件数　６件（看板設置を依
頼）　　　下半期苦情件数　４件　上半
期よりは減少した。

前年度比倍増と
なった。
啓発チラシの回覧
や立て看板の設置
を進めていきた
い。

苦情件数7件

パトロール回数 ４班 月３回
延べ７２回
不法投棄のごみの量　８,３４０
kg
　　　　　　　      　（目標の
95.4％）

延べ136回　　不
法投棄のごみ量
5,950kg

延べ136回　　不
法投棄のごみ量
9,200kg

丸子市民生活
課

4-3

上田市ポイ捨
ての防止等に
関する条例に
基づく環境美
化活動の推進

調和のとれた
美しい景観を
保つ

ポイ捨て等防止条例に基づき
環境美化活動を推進する。

環境美化監視員によるパト
ロール

参加人数4,662人 参加人数4,700人

延べ144回　　不
法投棄のごみ量
11,370kg

不法投棄ごみの
量　8,740ｋｇ
　　　　　　　　　（Ｈ
22の5％削減）

パトロール回数 ４班 月３回 延べ７２回
不法投棄のごみの量　  ３,０３０ｋｇ

　　　　　　年度末　１１,３７０ｋｇ
                   （目標の -23.1%）

○
参加人数 ４，３６３人（達成率
92.8％）

4-3
ゴミゼロ運動
の実施

調和のとれた
美しい景観を
保つ

地域の環境美化活動を推進
する

参加人数4,502人 参加人数5,073人

参加団体　春6
秋5

参加団体　春6
秋5

丸子市民生活
課

4-3
河川パトロー
ル・清掃の実
施

調和のとれた
美しい景観を
保つ

地域の環境美化活動を推進
する

河川パトロール及び河川清掃
（依田川・内村川・塩川沢・矢
ノ沢）　年２回

参加人数　　　７１０人

　年度末　５，０７３人（達成率112.6％）

ゴミゼロ運動の実施（県下一
斉に年１回）
　５／２９（日）
　丸子地域は自治会ごとに実
施
ポイ捨て･不法投棄等の収集

自治会等への駆除
の継続的な呼びか
け。河川・道路等
公共部分駆除のた
めの委託料の当初
予算での継続的確
保。駆除委託業務
の発芽前の早期契
約。

丸子市民生活
課

河川パトロール・清掃実施
（春･秋の年２回、参加６団体）

◎
５月１９日 実施　　参加 ６団
体

参加団体　春6
秋6

自然保全・活
用

真田地域全域でアレチウリ、
ブタクサ駆除活動を推進しま
す。

◎
真田市民生活
課

地域内の河川、
公共道路の一斉
駆除
私有地の所有者
への駆除指導

平成２３年度の駆除面積は９６万平米
である。

河川パトロール・
清掃実施
（春･秋の年２回、
参加６団体）

５月１９日 実施　　参加 ６団体   １０月
２５日 実施　　参加 ５団体

真田建設課

計画欄及び上半期の状況のとおり今
年度は、工事発注まで完了している
が、実際の歩道完成は来年度となる。
24年度に達成予定。

菅平での事業の為、
夏及び冬季間に工事
が出来なく繰越となり
年度末での評価が難
しい。

･工事の完了実績
による｡
（今年度について
は、工事発注で
あり歩道完成は
来年度となる為、
数値での評価が
出来ない）

･工事の完了実績による｡
（今年度については、工事発注であ
り歩道完成は来年度となる為、数
値での評価が出来ない）

◎

･歩道新設　L＝370m
（今年度の事業であるが菅平
での施工となる為、歩道完成
は来年度となる。）

4-3
道路建設工事
（歩道設置）

人にやさしい
まちづくり

歩道設置を推進します

9月末に計画とおり発注、詳細
設計において歩道新設　L＝
306mを発注。

繰越事業　１路線完了　L＝
180m

4-3
アレチウリ、ブ
タクサ駆除

アレチウリ、ブタクサ駆除の実
施

地域内の河川、公共道路の一斉駆
除
私有地の所有者への駆除指導

参加人数　　４，７００人
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

21 ◎

30 ◎

38 ○

41 ○

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環　境　保　全　項　目 環境にやさしい人を育む

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 担当課
評
価

丸子市民生活
課

市民等からの
意　　　見H21 H23

実績
H23目標

①隣保館事業の
開催数  90 回

②参加者数 20人
③教室参加者数

10人

①隣保館事業開催時に意識啓発を図
る。
・パソコン講座ほか全99回開催（目標
の110%）
・解放センターだより「彩り」に《チャレン
ジﾞ25》のロゴﾞ掲載（9回発行）
②6/1(水)実施  参加者26人。
③8/22(月)実施 参加者13人。
・エコ料理教室は、1.おいしいこと　2.見
た目もおいしそうなこと。3.その上にエ
コをプラスする。4.ガスや電気のエネル
ギーを大切に使う。5.ゴミをできるだけ
少なく。6.水をむだなく使う。を学び実施
できた。

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

上半期
の状況

効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期の進捗状況

5-1
環境負荷低減
の啓発事業

環境教育の推
進

啓発活動を通じて環境保全
の理解を深める。

環境にやさし
い人をはぐく
む

住民の環境に対する意識の
啓発を図る。

隣保館事業の
実施

イベント終了時のごみの残量

リサイクル率
44.90％

・6月の環境月間にあわせ展示コー
ナーに環境関係の本を展示し、市民に
啓発した。
・原発関係の本はおすすめ本として継
続した。
・リサイクル市のために、6月の曝書期
間から除籍となる本の選書作業を始め
た。                        ・リサイクル市の
開催
　10月29日（土）13時から16時まで実
施
　10月30日（日）10時から15時まで実
施
　展示総冊数6,885冊／持ち帰り総冊
数3,092冊
　リサイクル率　44.90％

・6月の環境月間にあわせ展
示コーナーに環境関係の本を
展示して市民に啓発する。
・10月に本のリサイクル市を
行い、除籍になった本の有効
利用を図る。

◎

①隣保館事業開催時に意識
啓発を図る。
・パソコン講座ほか全47回開
催（目標の52.2%）
・解放センターだより「彩り」に
《チャレンジﾞ25》のロゴﾞ掲載
（6回発行）
②6/1(水)実施  参加者26人。
③8/22(月)実施 参加者13人。
・エコ料理教室は、1.おいしい
こと　2.見た目もおいしそうな
こと。3.その上にエコをプラス
する。4.ガスや電気のエネル
ギーを大切に使う。5.ゴミをで
きるだけ少なく。6.水をむだな
く使う。を学び実施できた。

①隣保館事業参加者に対す
る環境啓発
②「花を楽しむ会」で館周辺の
花壇の花植えと寄植えの実施
③エコ料理教室の開催…省エ
ネ等エコ生活への呼びかけを
し、イベントを通じ市民への環
境啓発を図る。

①隣保館事業の開催数  90 回
②参加者数 20人
③教室参加者数 10人

5-1
ごみ減量化事
業

イベント開催
時及び公園等
利用時に発生
するごみの減
量

イベント参加者等と協力して
ごみの減量を図り、また公園
等利用者への環境啓発活動
を行います。

①開催数99回
②参加者数26人

③13人

①開催数107回
②参加者数22人

③11人

イベント時及び公園等へ環境
啓発看板等の設置

丸子金子図書
館

・リサイクル本のリサイクル率 ◎

・6月の環境月間にあわせ展
示コーナーに環境関係の本を
展示し、市民に啓発した。
・原発関係の本はおすすめ本
として継続した。
・リサイクル市のために、6月
の曝書期間から除籍となる本
の選書作業を始めた。

リサイクル本の中
身、質などによるも
のであるため、リ
サイクル率の高さ
だけでは評価でき
ない。

・リサイクル本の
リサイクル率

真田産業観光
課

5-1 各種講座
地域における
環境保全活動
の推進

地域住民の環境に関する意
識の啓発を図る

・ふるさとの自然に親しみ、自
然の豊かさや大切さを学ぶ教
室

◎

イベントの主催者へごみ減
量、持ち帰りの依頼を行った。
イベント開催時に環境啓発活
動（ごみの減量と持ち帰り啓
発）を行った。

１わんぱく森林塾　参加者34人
・実施日：10月15日/11月12日
２かるがも学級
・実施日：10月7日/11月11日/12月9日
/1月20日　　2月17日/3月9日

イベント終了時の
ごみの残量

イベント主催者へのごみ減量、持ち帰
りの依頼を行うとともに、イベント開催
時に合わせ環境啓発を行った。中止さ
れたイベントもあり、啓発活動は縮小。

わんぱく森林塾
7人

かるがも学級
12人

ゴミ排出時の計量
を行う。

真田地域教育
事務所

わんぱく森林塾
4人

かるがも学級
5人

１参加者　185人
（22年度実績）
２教室参加者
３学級参加者

教室を実施することで、住民の環
境に対する意識の高揚、また、子
育ての親同士が子どもと、物の大
切さを学ぶ。

◎

１ ふるさと再発見ウォークラ
リー
 ・実施日：4月23日（土）
  参加者85人
２わんぱく森林塾
  参加者34人
 ・実施日：5月21日/6月4日/7
月2日/9月3日
３かるがも学級
 ・実施日：5月20日/6月16日
/7月1日/7月15日　9月15日

わんぱく森林塾
7人

かるがも学級
12人

①開催数93回
②参加者数19人

③10人

H22

5-1
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域）

2 ◎

42 ◎

48 △

1 ◎

環境目標 今年度の事業

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環　境　保　全　項　目 環境にやさしい地域を育む

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

評
価

平成23年度　総括
改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

上半期
の状況

効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期の進捗状況

１２団体実施 ９団体

・特になし
・環境保全等への
参加団体増加へ向
けて、新規応募団
体に関する相談回
数を増やす。

わがまち魅力アップ応援事業
の実施

実施団体目標　９団体 ９団体

・応募者増加に向けて、公募の呼びか
け回数を増やした。
・９団体の事業が予定どおり完了
・次年度に向け、新たに２団体の申請
があり、事業採択が決定した。

◎

・平成２３年度　９団体実施
中。　・本年から狐塚自治会に
おいて、ほたるの里遊歩道整
備が行われており、雑木処理
などの環境保全活動が新た
に実施された。

２３団体実施5-2
わがまち魅力
アップ応援事
業

地域全体の環
境保全に対す
る意識の高揚

上田市の環境目標「自然・生
き物・人が共生するまち」を実
現するため、
自治会や市民団体が行う環
境保全活動等を支援・協力し
ます。

◎
地域協議会と自治会の代表
による構想具体化を図る

丸子地域振興
課

5-2

武石地域全域
公園化構想の
実践と実現に
向けた取り組
みの実施

環境の保全
自然環境と一体となった地域
性豊かな環境整備

①公園化構想実践事業とわ
がまち魅力アップ応援事業を
活用した地域環境整備の推
進

武石地域教育
事務所

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

△
７月3日　20名
9月の事業は参加者が少なく
未実施

①公園化構想実
践事業の進奨
②わがまち魅力
アップ応援事業
の進奨

①地域協議会と自治会の代表による
構想具体化する。

自然に親しむ事業を実施す
る。

美ヶ原高原の散策・巣栗渓谷
及びその周辺での観察。

武石地域振興
課

①公園化構想実践事業の進捗
②わがまち魅力アップ応援事業の
進捗

誰もが参加しやすく、
興味を持てる事業に
する。見慣れている
環境であるが、改め
て、自然の美しさ、環
境の変化について関
心を持っていただけ
るようにする。

植物の名前・外来種による環境の
変化を知る。

植物の名前・外
来種による環境
の変化を知る。

美ヶ原高原の散策、巣栗渓谷の散策
は行うことが出来たが、環境の変化に
ついて学ぶ機会が提供できなかった。

上半期
の状況

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的

5-2

環　境　保　全　項　目 環境活動を発信する

自然観察に関
する事業

自然観察を実
施し環境保護
の感性を育む

今年度の事業 担当課
H21 H22 H23

実績
H23目標

評
価

平成23年度　総括
効果を計る指標
（どの水準まで）

改善すべき
課　　　題

市民等からの
意　　　見

６回発行掲載 ７回発行掲載

特になし

継続して啓発活動
を実施する。

丸子地域振興
課

5-3
丸子地域自治
センターだより
の発行

上半期の進捗状況

計6回
・第２０号～第２６号まで予定どおり発
行し、啓発を実施

地域全体の環
境保全に対す
る意識の高揚

上田市の環境目標「環境を思
いやる人があふれるまち」を
実現するため、自治センター
だよりに環境保全に関する情
報を掲載し啓発を行います。

７回発行掲載◎

・第２０号～第２２号まで発行
済み。
・環境情報、環境活動状況を
掲載済み。

丸子地域自治センターだより
の発行
　※環境保全に関する情報を
掲載する。

各号に環境情報を掲載（計6回）

環境目標
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平成２３年度　環境目的及び目標　一覧表（丸子・真田・武石地域　独自目標）

35 △

45 ◎
H22年度以前
3165ｍ

武石建設課
舗装改良　400ｍ
累計　3565ｍ

・合併特例債事
業
　　　舗装改良　Ｌ
＝400ｍの早期
発注
・落石箇所の災
害防除計画の策
定

当初計画どおり完了独
道路整備事
業

観光アクセス
道路の環境
改善

市道小沢根線の整備促進

・合併特例債事業
　　　舗装改良　Ｌ＝400ｍの早
期発注
・落石箇所の災害防除計画の
策定

・施工実績による

１ 特定健診受診
率 31.6%
２ 特定保健指導
実施率 13.8％
　※H23年度分
は、12月末現在
数値

１　特定健診受診
率       　57％

 ２　特定保健指
導実施率

46％

12月末現在の結果
　特定健診受診者　　  676人　31.6％
　特定保健指導実施者　　93人
13.8％

最終的な結果はH24年11月にならない
と決定できないが、今年度の目標を達
成するのは困難と思われる。

対象範囲を絞
り、達成可能な
目標設定にす
る。

真田健康福祉
課

 １　特定健診受診率と保健指
導実施率の向上

１　特定健診受診率       　57％
 ２　特定保健指導実施率     46％

１ 特定健診受診
率 31%
２ 特定保健指導
実施率 35.9％

１ 特定健診受診
率 24.2%
２ 特定保健指導
実施率 20.2％

○

事業は計画通り実行されてい
る。
（現状）
真田地域特定健診対象者
2,231人
集団健診受診者　225人
（10.1％）
・真田地域は集団健診が終了
したので、今後は個別健診者
の受診率や保健指導実施率の
アップを図る。

市民等からの
意　　　見

担当課
H21 H22 H23

H23目標
評
価

平成23年度　総括
上半期の

状況
上半期の進捗状況

改善すべき
課　　　題

環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

実績

○

H23.8.30一般競争入札指名委
員会決議
H23.10.7開札予定
H23.11中旬の完成を目指す

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的

独

特定健診・特
定保健指導
受診率の向
上

安全で健康
に暮らせるま
ちづくり

特定健診・特定保健指導の受
診率を増加させ、住民の健康
維持を図ることで、産業廃棄物
等（医療廃棄物）の削減につな
げる。
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